
「知」の集積と活用の場 産官学連携協議会 ポスターセッション2025

（「知」の集積と活用 お33PF） 水産物由来成分を活用したロコモーション機能改善素材探索研究開発プラットフォーム

スケソウダラ（タンパク質）の機能性研究と社会実装STEP１とその後の展開について

問合せ先：事務局 内田健志（㈱ニッスイ） TEL：080-8077-6127 E-mail : kenji_uchida@nissui.co.jp

プラットフォーム（PF）の目的・研究体制

近年、水産物の消費量は、食の欧米化に伴い年々減少の一途をたどっている。その一
方で、日本人にとって水産物は古来より大切な栄養源であり、現在も多くの日本人が
「水産物は体に良い」との意識を持っている。一方、水産物の医薬品・機能性食品とし
ての研究は、中性脂肪低下、認知機能の向上及び抗酸化作用が中心でそのあり、これら
の機能を持つ物質としてEPA、DHA、オルニチンなどが特定され、商品化されている。P
Fの研究は、水産物の持つ未開発機能として「ロコモーション機能」に着目したもので
ある。疫学調査では、魚介類摂取によりフレイル（加齢に伴う筋力や活動量の低下）リ
スクを軽減することが複数報告されている。しかし、機能性研究においては、ロコモー
ション機能を持つ水産物由来成分に関する研究は、戦略的イノベーション創造プログラ
ム（SIP）を活用し、我々が先に発表した研究事例が初であり、今後、掘り下げていく
余地が多いのが現状である。先の研究ではスケソウダラタンパク質の第三次機能化（速
筋化及び運動後の筋肥大に近い作用をもつこと）を特定し、特許化するに至った。他の
水産物に関しても同様の機能について大きな可能性が秘められていると推察される。

本研究では、①ロコモーション機能を持つ水産物由来成分に関する研究を深めより多
くの成分を発見、②①で発見した成分に関し、SIPで培った技術基盤を中心に、入口（
幅広い水産物に対する迅速な評価）と出口（医療現場応用研究）戦略の強化を図るとと
もに生産面の強化のために官・民も組み込み、より迅速に社会実装を可能にする研究体
制の構築を２本の柱とし、その成果により健康寿命の延伸及び医療費の抑制、またロコ
モーション機能の素材となる水産業の活性化に資することを目的とする。

臨床結果（2021年度まで）と今後の展開

研究成果と社会実装STEP１

パブリックリレーションによる「スケソウダラの価値向上」

社会実装 STEP1（2018年～）

社会実装STEP2 （現在、実施中）
スケソウダラの「速筋タンパク」の機能性認知度向上

プロデューサー： 岸田 太郎
国立大学法人 愛媛大学 大学院 農学研究科 教授

コーディネーター： 門脇 基二（新潟工科大学 副学長、理事、教授）
柴田 重信（広島大学大学院 医系科学研究科 特任教授）
佐藤 龍太郎（JATAFF）
杉山 公教（㈱ニッスイ 食品機能科学研究所 所長）
内田 健志（事務局兼務：㈱ニッスイ 食品機能科学研究所）

【プロデューサーチーム】

【その他：参画機関】

・木戸 康博：甲南女子大学 医療栄養学部医療栄養学科 教授
・髙尾 正樹：愛媛大学 大学院医学系研究科（整形外科学講座） 教授
・今井 祐記：愛媛大学 大学院医学系研究科（病態生理学講座） 教授
・速水 耕介：横浜薬科大学 健康薬学科 食化学研究室 教授
・渡邊 航平：中京大学 スポーツ科学部 体育系列 教授
・菅 俊光：関西医科大学 総合医療センター リハビリテーション科 部長
・岡田 晋治：東京大学 大学院農学生命科学研究科 特任准教授
・水重 貴文：宇都宮大学 農学部 応用生命化学科 准教授
・井上 菜穂子：日本大学 生物資源科学部 海洋生物資源科学科 生物機能化学研究室 准教授
・藤谷 美菜：愛媛大大学院 農学系研究科 生命機能学専攻 栄養科学教育分野 講師
・森 博康：徳島大学 先端酵素学研究所 助教
・三田 有紀子：椙山女学園大学 生活科学部 講師

現在の構成員

2022年度までのスケソウダラの臨床結果（筋肉量、筋力増加）
イノベーション創出強化研究

推進事業（2022年度～）

【目的】
医食同源での健康寿命延伸を目的とした、医療分野で

のスケトウダラタンパク質の栄養介入法を確立する。ま
た、筋肉を肥大させ、健康寿命の延長に寄与する次機能
性水産資源候補を選定と医学領域でも通用するエビデン
スの解明から、市場安定性（供給量、価格）の向上と社
会実装の推進を目指す。

【研究統括者】岸田 太郎 （愛媛大学）

【概要】
プレ試験で有用性を確認しているフレイルや入院関連

機能障害からの回復に対する臨床研究実施により、ヒト
での有用性を確定し、そのビックデータの解析から栄養
介入法を開発する。また、スケトウダラタンパク質の筋
肥大効果に対する有効成分特定やメカニズム解明と、ス
ケトウダラタンパク質と同等の効果を持つ日本近海の資
源や未利用資源をリスト化する。

スケソウダラ

・武田 浩郁：北海道立総合研究機構 釧路水産試験場 加工利用部 部長
・仙味エキス株式会社

新規参画希望の方は、上記、ニッスイの内田までご連絡ください。

新規に、
民間企業も
参加開始

本活動は、2022年度民間部門農林水産研究
開発功績者表彰にて農林水産大臣賞を受賞

他の事業へのエントリーも
検討中

これまでの活動で、
基礎から応用、臨床ま
での研究施設が充足

本研究の
知見を
活用した
ビジネスも
展開開始

特許2件
出願中

社会実装
準備中

社会実装STEP２
「速筋タンパク」ブランドの拡大

社会実装STEP１
情報発信による魚肉価値向上


